
令和６年度全国高等学校総合体育大会水泳競技大会 

第92回日本高等学校選手権水泳競技大会（水球） 

水 球 競 技 戦 評 
 

期日：令和６年８月１９日（月） 

会場：大分商業高等学校  水球プール          ゲームNo. 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 記 録 者 今﨑哲也・柳川洋志・菅原剛 

１４ 

帽子の色  白 帽子の色  青 

関西 明大中野 ４ － ６ 

０ － １ 

２ － １ 

３ － ４ 

PSO 
審判１： 西栫 尚史 

審判２： 石谷 啓輔 

 

９ １２ 

戦  評 

共に前試合を圧倒した関西高等学校と明治大学付属中野高等学校の準々決勝。 

第１ピリオド、青、明大中野からのセンターボールで試合開始。 

青③和田、フェイクシュートを決める。カウンターから青④武田が得点。白⑦原、回し込みから退水を誘

発するも得点に繋がらない。青④武田、相手が下がった隙を見逃さずにミドルシュートで得点。青⑤森

川、退水を誘発しそのまま得点。白⑦原、退水を誘発し②中村がフェイクシュートを左隅に決める。青③

和田、②南が立て続きにバウンドシュートを叩き込む。白⑤村上、ディフェンスに沈めながらもシュート

を放ち得点。カウンターから、白⑩杉本がフックシュートでGKの顔横を抜く。白④村上、退水を誘発しア

シストパスから③谷上がゴール前で打点の高いシュートを放ち得点。 

第２ピリオド、青⑥渡邊、退水を誘発し③和田が得点。白④村上、青⑦角道、互いに退水を誘発するも得

点に繋がらない。明大中野は、幾度となくシュートを放つが、関西GK①澤を中心に見事なゾーンディフェ

ンスを魅せ、得点を積み重ねることが出来ない。関西は第２ピリオドを最小１失点に抑え、第３ピリオド

を迎える。 

第３ピリオド、白②中村、6:5カウンターから、ミドルシュートを決める。白⑦原、退水を誘発し⑤竹藤

がフェイクシュートを決める。白④村上、回し込みから退水を誘発するも得点に繋がらない。4:3カウン

ターから青③和田がフェイクシュートを決める。青⑤森川、退水を誘発し、３分３１秒明大中野TOとるも

得点に繋がらず。関西は、第２ピリオドの守備陣形を崩さず最小失点に抑えながらも得点を積み重ねてい

く。明大中野２点リードで最終ピリオドを迎える。 

第４ピリオド、青⑥渡邊からのアシストパスを受け④武田がワンタッチシュートを決める。青⑥渡邊、退

水を誘発し⑦角道が得点。関西は、全員が攻撃を仕掛けるも相手GK①村田が好セーブ。青⑥渡邊、PFを誘

発し③和田が決める。素早い攻撃から青④武田がシュートを放ちゴール右隅に吸い込まれる。３分１８秒

関西２回目のTO。カウンターから青⑪吉岡、退水を誘発するも得点に繋がらない。白③谷上、退水を誘発

し②中村⑥竹藤とパスを繋ぎ⑧和泉がワンタッチシュートを決める。白③谷上がゴール前で粘り強くボー

ルをキープし、パスを受けた⑥伊藤が得点。白②中村のパスカットから、⑧和泉がミドルシュートを放ち

得点。 

関西は、見事な連携のゾーンディフェンスで明大中野の攻撃を凌ぎ、④村上を攻撃の起点として得点を積

み重ねたが、明大中野の牙城を崩すことが出来なかった。両校共に観客を魅了する試合を披露し、明大中

野が準決勝進出を果たした。 


